
北海道宗谷岬附近の地質
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　　　　　　　第1童　前　　　■

　本邦の自墾系が石油母暦としてその謝象となリ得るか

否かの問題再検討のため昭和．24年度R　E．A．O一の調査

毒薬として布石・地質調査所・北大・東北大・東大が北

海道各地の白壁系を分携調査したが，京大は宗谷岬附近

を受持ち，筆者は7月下旬よリ9月下旬に至る約60日間

野外調査に純事した。此間約40日間藤田麹人が地域酉孚

の野外調査に協力した。

　本地域東牟部の地質に就いては殆んど豫傭智識を得る

ことが囲來なかったが，西半部に就いては，1940年度の

八木次男氏の調査報告によって西海岸に近く自墾紀暦上

に略々南北方向の第…1紀屠よ切なる一向斜構造が有る事

が明らかにさ牝ていた。今回の調査の結果従來未踏査の

東部及び中央奥地の地質も略々明らかになり，第三紀厨

の分布は可成功廣く，東半部にも更に第三紀暦よリ法る

一向斜構造が存在し，自璽絢暦は略々大地歴に分散して

露脳することが第鵬した。

　白墨第三紬爾厨典化石の産閏は可成リ豊富でその暦位

的位置も略々判明した。件し石油に關しては何箸見るべ

きものがたかつ㍍叉踏査困難のため未踏査乃至調査不

充分の地鮎も可成靱有口，地質闘も帥王不完．奈なものであ

るが一嬢調査の結果をまとめて報告する。

　本調査に關し種々御助言を賜った槙山次郎往々保雄爾

教授並びに現地に於て親しく御指導を賜った視察国御一

行に厚く感謝の意を表する。文化石鑑定に首切池違歴屯

黒田徳永森下品の諸氏に御指導並びに御助言を賜は切

有孔虫に關しては橋本亘異を通じ淺野清氏の御意見を伺

った。筒本地域調査に際し宗谷村澤内村長他茂木・野澤・

井谷江花．遺谷拳有志各位の街脇カに依リ多大の便宜

を得た。胸こ議して謝意を表する。

　　　　　　童冒2竃　　位置と交通

　調査地域は北海道北見國宗谷郡宗谷村の北牛を占め，
　　　　　　　　　　　τス｛ロ　　　カワサ1』　　　　　　Iμ｝刊＝一
北は宗谷岬より南は西南の増幌川口川尻と東南の杖苫内

とを結ぶ線に至る東西及び南北の最大距離夫々9粁，そ

の綴面積約60平方粁の地域である。

　主要な交1通路は海岸線に渦って走る一本の道路のみで，
　　ワ・ソカナイ　　　　　シリウス

西方稚内市より尻目に至るバスが唯一の交1萌機闘である。

某仙北部には荒醒した国軍用道路が丸山を中心として西
　　　　　　　　　　　　　ナニ井リペツ　　宇　シ　キ
に宗谷・オyコ目マナイ，東に鬼切別・知念矢を連絡し，

西北部には更に山路が多少有るが，丸山以南には全く山

路さえなく，人家は海岸道路附近にのみ散在している。

　　　　　　　第3童　地　　　　形

　地域内は一般に海抜100米内外，最高175米の概して

低い近峻起伏し，北部は海抜163．1米の丸山を中心とし

て放射朕に海岸に向う河川により削られ，南部は梢々西

に偏した分水嶺より西及び東に向い並走する河川により

略々東西方向の支脈に分かれ1嶺線は干圓で略々齋一の

高距を保ち・玄武岩の迷入により岩質硬化した部のみ梢

々顕著に突出し，丸山・モイマ山箏を形造る。

　本地域は宗谷海峡を隔て土樺太最南端西能登呂岬と相

甥し，その問42粁概して淺く，中央部最深所でも67米に

過ぎない。南は漸次高度を増し北海道脊梁山脈に連なる。

　糧岸線は相々複穣で汀線より50乃至300米幅の岩礁・

あり，干潮の際は一部踵かに海面上に露出し，又巾50米

以下高さ3米程度の海蝕嚢地が海岸を縁板っている。

　河川は何れも短小流路延長8粁以下であり，2粁以上

のもの8本を籔え・下流に僅かに洪酒地護達し，急流な

く・蛇行基プ三しく・露出は極めて不良である。

　本地域内の山野は鐵弐の山火事により，目梨川本流以一

北は樹木悉く饒失し，叉開墾地殆ど無く，熊笹により密

に蔽われ，殊に南竿は背丈を没し展望利かず，歩行は極

めて困難である。

　筒地形圖は5高分の1宗谷岬・宗谷・知來別を使用し，

叉米空軍撮影地理調査所貸下げの3高分の1空中篇眞を

参考としたが，5蔑分の1地形圖には多少誤りが認めら

れた。特にオンコロマナイ上流中流聞の支流附近並びに

オヒラシュナイの澤上流・一の澤上流の支流・目梨川時

前川．卜海中流等に可成りの誤りが認められた。

　　　　　　　第4竃　地　　　質

　　　　　　　　　A．層　　序

　履序の概要は第1表綜合地質柱状圃に示す通りで，白

壁紀暦を基盤としてその上に一般に緩傾斜の交斜不整合

を以て第三紀唇が載り，更にその上に第四紀暦が局部的

に小規模に襲建している。岩相及び産出化石により自堕
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地　　　學　　　　第　4　號

紀第三紀爾暦は夫々6及び2累暦に分ち得る。簡麗閥暦

叉は稚内暦に相當すると思われる比較的着い地歴が目梨

海岸の］部に認められたが分布も狭少であり，資料も不

足の篇地質圖上には記載しなかった。
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居δy疵一且 g　lカルガウの澤累層。X〃uga醐切O棚醐凡

　八木氏は本地域西部の白壁紀厨を宗谷暦と名付け，第

三紀暦を臨織石砂岩暦を基底として利矢古丹暦としたが，

塞者は八木氏の所謂宗谷腐上部の砂質頁岩暦をその竈由

化石と岩相とにより第三紀糧とする事を妥當と考え，カ

ルガワの澤累暦と名付け自聖紀暦から除いた。

11川尻。　K乱wajiri

2：オイクシヨマナイ。　Oiku目ho－

　　m乱n乱i

③：利矢古丹。珊y刮k碗n
④：宗谷。Sδy乱

5＝ピリカタイ。Pi正ikat乱i
6：オンコロマナイ。　dnkorolT1乱一

　　n皿i

⑦：尾蘭内。　Or乱nnai

8：泊岸。　Tom肌igi8hi

⑨：珊内。S乱nnai

1O：尻臼。　Shi正iu目u

工1：鬼切別。　Oniki正ibe㎏u

12：知念矢。　Chi昌hiya

ユ3：キサナイ。Ki目乱n乱i

14：｛白内。　T0111arinai

〕5：オサウシ。　O脚u曲j

16：目梨。Men鯛hi

⑩：時前。Tokim蝸
18：桃尻。Womoji正i

⑲1チェナイボ。Ohenaib⑪

20：杖苫内。丁昌u飾man乱i

21：増幌川。M乱昌u岬m－9a冊

22：オイク…ノヨマナィ川。Oiku目ho－

　　man乱i－g・

231利矢古丹川。Riy乱ko㎞n・9・

⑳：カ・レガワの澤。Ka㎜g刮wa－m一

　　昌乱W冊
25：宗谷川。Sδy乱一9－

26：オンコロマナイ州。　Onk⑪m111乱一

　　mi－9．

27：尾蘭内川。Omnn乱i－9．

28：王冊内Jllo　S乱nnai－g－

29：尻白川。Shiri11目u－9．

30：鬼切別川。　Onikiribet目u・箏

31：知恵矢JI≡o　Ohi亀hiy乱一9・

32：キサナイ州。Ki駒エ1oi－9・

⑱：瀧の澤。Taki－nO一日OW乱

　目…梨刀1o“皿ena昌hi－g－　37：靖≡簡Jll　o

『王島。　Hir＾一jiIn乱　　41：丸山。“I乱＿

　　　　わ：時前累暦。Tokimae　F．

　　　　　　∫：奥宗谷累暦。Okll一

か利矢古丹累層。RiyakOta皿F・

　　　　　　　　　正・分　　布

　白壁紀衡は魔く分布する第三紀暦に被覆され，その露

出地域は弐の6地歴に分散している。

　（1）中央地歴　利夫古刹1Lヒ流。目梨〃Lヒ流。

　　　　　　　時前川中流．ヒ流。
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北海道宗谷岬附近の地質

　で2）西｝胞匿　宗谷。ピリカタイ。

　（3）西北地歴　尾蘭内。泊岸。

　（4）東北地歴　珊内。尻目。鬼切別。

　（5）東地歴　キサナイ。泊内。泊内

　　　　　　　　川下流域。

　16）東南地匿　目梨東。時前。桃尻。

　　　　　　　　チエナイポ。。杖菖丙。．

　概観すれば中央地歴に最上部暦あり・

西及び西北地匿に上部暦分布し1東北及

東地歴に中部暦現れ，東南触匿には下部

暦オ；認められる。

　各累暦短に分布地域を示せば茨の1睡り

である。

　（a）チエナイボ暦。チェナイボ・桃尻。

　（b〕時前累暦。時前・泊内・杖苫内幕

　　　北の崎。

　（C）瀧の澤累暦。雛の澤（泊内北）・鬼

　　　切別・桃尻北・杖苫内東北の崎。

　〈d一）珊内累轡。珊内・尻臼・目梨東・

　　　杖苫内。

9

一四．
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一〇「’一

～
　（e）尾蘭内累暦。宗谷・ピリカタイ・尾蘭内・珊丙酉・

　　　目梨川中流・時前川中流・杖苫内。

　（i）奥宗谷累層。利矢古丹川上流・目梨〃吐流・時前

　　　川LL流。

　第…紀暦は調査地域の大牢を占めているが調査地域西

北端より東西に八字状に分・岐し・酉はオンコ回マナイよ

り宗谷川中流・利矢古丹川下流を趣て本地域西南端の川

尻に至り，東は狛景より丸山・一の澤・オヒラシュナイ

の澤中流を経て目梨川中流に達し，更に東南端の杖苫内

に現れ，夫々南方の塘幌及び宗谷炭田地方の第三紀暦に

鐘績するものと思われる。

　第四紀暦の段丘堆積轡は海抜約100米を．卜限として海

蝕段丘を被覆し，殆んど調査地域全面に認められるが特

に北部に厚い傾向を持つ。

　現世暦は各河川現河床及び下流域に小規模に認められ

る。

　玄武岩は調査地域東半部に南北に分散しセ小規漢に露

出している。露頭は次の地鮎である。1・辮大島。2・平島。

3・知志矢川中流。4知念矢・キサナイ間。筍島附近及び

岩礁。5・キサナイ・泊内聞繕中岩礁。6・狛内北。7・丸山。

8、モイマ山。

　筒寒中宮眞によれば西海岸沖に籔ケ所，即ち尾蘭内西

北・ピリカタイ西北・宗谷西箏に岩豚様のものが認めら

れる。

　　　　　　　　　①。岩・相

　I自重紀層
　自聖紀暦は・砂岩・砂質頁岩・シルト砦・頁岩・泥岩

等よりなり，上部に比較的砂質のもの多く，下部に泥質

のものを多く含む傾向あり，．触域的に膨縮し・化石糟叉

は化石床をなしてアンモナイト・イノセラムス・英他の

化石及び此等を含む泥荻質團塊が多戴見出される。岩相

上tり六累暦に大別され，全暦厚は1500米以．hと概測さ

れる。

　各累暦について下部より1頃に詳述すれば弐の通りであ

る。

　疵、チェナイボ累層

　（1）模式地。チエナイボ

　（2）暦厚0150米以上。下限不明

　（3）岩相。細かい稜角ある辞片となり易い均質茨黒色

泥岩で，醒70魎以下の泥灰岩團塊を多数含み之に化石を

多産する。極めて風化し易く水を含んで崩壊流失し荒慶

地となり易い。本累暦申にはチェナイポ簿西南海岸にて

幅15纏以下の不規則な形献の灰白色砂岩脈が四條以上認

められる。

　（4）化石。アンモナイト・イノセラムスを多産し・其

他二枚貝・サンドパイプ等を少藪産する。

　b、時前累層一

　（1）模式地。時前西北海岸。

　（2）暦厚0250米

　（3）岩相。濃荻乃至暗茨褐色頁岩・砂岩及び黒色軟質

泥岩の堅硬な亙暦で頁岩を主とし，暦蛾枇較的薄く極

めて明瞭な鶏を特徴とする。

　（4）化石。泊内にてはイノセラムス鱗片を多産し二枚

貝・其他を少婁嬢するが時前附近及び杖苫丙東北の崎に

ては釜く化石を認めない。

　①湾の選累層

　（1）模式地。泊丙、知恵矢闘罷の澤。

　（2）　暦厚。　150米。

　（3）岩相。荻褐乃至樒織褐色又は暗灰色の硬質板状細

粒乃至中粒砂岩で時に檀粒或は礫質の厨を錬む。キサナ

イ・瀧の深間に最も厚く襲達する。杖苫内東北の崎にて

は特に目立つ淡荻白色中粒乃至粗粒の砂岩が存在するが

他地暦のものと著しく異る外観を呈する。

　（4）化石。瀧の澤附近にてはイノセラムスを多慶し・

掃き香せ型化石床をなすものあり，叉二枚貝英他を少駿

産する。叉時に族化植物破片を認める。桃尻北部にては

族化植物破片のみを認め，杖苦内東北の崎にては全く化

石を認めない。
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地　　　學

　血．町内累層

　（1）模式地。珊内東海岸。

　（2）暦厚。450米

　（3）岩相。晴荻乃至暗褐色硬質叉は軟質細粒砂岩・砂

質頁岩・頁岩・泥質頁岩・濃灰色シルト岩・時に粗粒砂

岩箏の厚薄不揃の互暦より成る。

　（4）化石。イノセラムスを多産し，稀にアンモナイト・

二枚貝・其勉を議する。珊内東方には比較的多く，殊に

犬岬築港附近に多産し，目梨東部には稀で・杖苫内北部

では認めない。

　①居薦内累層

　ω模式地。尾蘭内。

　（2）　暦厚。　300米。

　（3）岩相。上部は黄褐色乃至暗褐色不均質な組成の汚

い斑紋のある軟質砂岩を主とし，之に細砂質泥岩を交え，

中下部は成暦不明瞭な賞揚色乃至情荻色軟質砂質頁岩及

び絹々擬灰質軟質黄褐色砂岩より成り，下部には硬質砂

岩を挾む。砂岩申に海縁石粒を含む部分がある。叉砂質

頁岩申に径30糎以下の泥灰質團塊を多敵含み，之に化石

を多産する。

　（4）化石。泥次質團境中にアyモナイト又はイノセラ

ムスを多慶し，二枚貝・巻貝・デンクリウム・英勉を少

数産する。又軟質砂岩・凝茨質砂岩中にアyモナイト・

箪体珊瑚・二枚貝を少数塵する。

　f真宗谷累層

　（1）模式地。利矢古丹川上流

　｛2）盾厚。200米以上。

　（3）岩相。無暦理の堅硬な濃茨色乃至帯背茨色細載砂

岩を主とし，時に粗粒のもの及び小暗織色岩片を含む箇

所がある。

　本系贋は北部西部は第三紀贋に隔てられ，鱒部東部は

露出不良の篇・他累暦との闘係を充分明かにし得ないが

一懸本地域内自聖紀暦の最上を占める屯のと判鐵した。

　（4〕化石。産出化石少く，アンモナイト・イノセラム

ス・ノーチルス・二枚貝等を少藪得たのみである。

　皿．第量組畳

　主として黄褐色細粒砂岩・砂質頁岩・凝灰質砂岩及び

濃灰色石灰質シルト岩等より成り，時に泥茨質團塊を含

み，又海織石砂岩衝が可成り虞く分布している。筒上部

に特徴ある礫岩暦が駿達している所があ孔岩相により

上下二累層大別し得る。第三紀暦の全暦厚は約400米，

最も厚く見積って6ω米である。

　各累層について記述すれば弐の通りである。

　g．カルガワの選累層

第　4　號

　（1）模式地。カルガワの澤（利矢古丹の北の澤）

　（2）贋厚。40乃至鴉O米。一般に西孚部に厚く蟄達し，

．北部東部に薄く或は之を欠き，東南部には存在しない。

叉西南部にては地表に現われていない。最も厚い所はオ

yヨロマナイ川中流の拠O米，次いで利矢古丹川中流140

米1カルガワの澤附近100米・泊岸附近は40乃至60米・

キサナイ附近は約40米と．夫々概鋤され，オンコロマナイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IゾエlIマ
川口附近・鬼切別川々口・知志矢北方・目梨東方・杖苫
ナイ　　　　　　　　　　リキコク，
内では本暦は認められデ1利矢古丹累暦が直ちに白璽紀

暦上に載る。

　（3）岩相。地域的に製化し中部南部は細粒砂岩，北部

では砂質頁岩又は凝茨質細粒砂岩，或は濃茨色石灰質シ

ルト岩より成る。副ちカルガワの澤・利矢古丹川中流・

宗谷川中流・瀧の澤・泊内北・オヒラシュナイ澤下流・

目梨川中流等は賛褐色細粒砂岩より威り1オyコロマナ

イ川中流・同．ヒ流・鬼切別川中流・キサナイ等は砂質頁

岩叉は凝茨質細粒砂岩より成り，オンコ目マナイ北方・

泊岸西方・キサナイ州々口川床等は濃灰色石灰質シルト

岩より成る。

　（4）化石。二枚貝・巻貝・デyタリウム・其他を多産

する。二枚貝・巻貝は中南部に多く産出し，北部ではオ

ンコロマナイ上流並びに中流・鬼切別川中流等にも多砂

塵出する。デyタリウムは北部に主として産出し，オン

コロマナイ川流域・鬼切別川流域及びオ1／コロマナイ北

方・泊岸西に多琵し，同時にアシラを件って慶出する。

泊西北ではウニを琵出した。
　　　一　ヤ　コケン
　h一利矢古丹累層

　（ユ）模式地。利矢古丹川下流々域。

　（2）　暦厚。　350木

　（3）岩相。主として淡黄褐色細粒時に中粒の砂岩・砂

質頁岩の互暦で凝灰質の部分もあり最下部に糧織石砂岩

暦あり，その基底に薄い含礫層を持つのを普通とし，平

行不整合を以てカルガワの澤累麿或は白璽紀暦に直接載

る。地域南牛には上部に特徴ある礫岩暦を挟む。I海織石

砂岩麿の上部及ぴ上部の礫岩暦中には泥次質團塊叉はレ

ンズを含む。

　海縁石砂岩層は最も厚い所では20米に達し，基底に少

量の堅硬小国礫を含む所が多く・特に礫層が襲達する所

もあるO岩質は繕泣伏海織石砂岩或‘ま色素性海織石砂岩

で，触域的に屯亦上下方向にも両者の割合及濃淡に聖化

がある・主な露頭中利矢古丹カルガワの澤・オ1／コロマ

ナイ・目梨川中流・杖苫内等のものは色素性で濃緑乃至

曙織色を呈し，泊岸・オンコロマナイハLヒ流及び中流・

鬼切溺川中流・宗谷川中流及び英北方山．ヒ・利矢古丹川
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中流・知志矢北・知念矢南・鬼切別川下流・泊内川々口

東南・目梨東等のものは結粒状で中粒乃至穐愉稽硬質で

黄褐乃至滞青灰白色の砂岩に織色の海線石粒を救難する。

但し杖苫内のものは二家的堆積の魔がある。

　基底濃岩は堅硬な古期粘板岩・チャート等よりなり，

杖苫内東北の崎の崖．Lに最も良く襲達し，礫の直径最犬

！0糧に達するが2鍾以下が最も多く，杖苫内の小澤産上

及び泊岸部落西端の澤にも程々多くの礫を含み，其他は

少量で屑．っ粒種も小さい。

　利矢古口累層上部の農岩層はオサウシ南海岸に模式的

に襲達し，最も厚い部分は20米に逮し・粗粒叉は細粒砂

岩或は石茨質叉は鐵質細鮭砂岩を以て膠結された古期粘

板岩・チ十一卜箏の最大20糎普通籔魎以下の堅硬圓礫及

び脛｝O乃至30糎程度の泥岩々塊及び葉の小破片を含み，

膠織程度・粒度・組成・厚さは極めて聖化に富む。主な

露出処黙はオサウシ南海岸・一の澤中流及び英の南方山

頂附近・オヒラシュナイ澤中流・目梨川中流・時前川中

流・利矢古丹郵便局北東・川尻等である。

　（4）化石。海織眉砂岩層申には二枚貝・巻貝等を多莚す

る所がある。（杖苫内小澤・泊岸・オンヲマナイ川Lヒ流等）

　海隷石砂岩層上部の砂質頁岩中には二枚貝・巻貝或は

有孔虫を可成り議するが更に上部には一般に軟畳豊動物は

ゆく有孔虫を主とする。

　皿．第四籠畳

　i段丘堆積層

　海蝕段丘を被覆する含堅硬小国礫凝灰質砂層で，海抜

100米以下に分布し最も厚い所では約5米に達するが，

多くは僅かに薄く地表を蔽うに過ぎない。礫はチャート

・古期粘板岩・園墓性火山岩等の極めて堅硬な小国礫で

脛1糎以下を普通とし，稀に5糎程度のものも見出され

る。殆ど地域全面を被うが特に北部に厚い傾向を持つ。

化石は認られない。簡山頂叉は海岸に鯉駿米に達する花

樹岩質亘礫が酉海岸方面に時に存在する。

　j．現世層

　河川下流域叉は現河床に堆積しつ上ある砂礫暦で極め

て小規鱒のものである。

　w．玄　置　岩

　地域内東牟部に南北に分散して避入或は避出岩床叉は

岩脈として小規漢に露出している・擁大島・雫鳥・キサ

ナイ泊西間糧中の岩礁等は白壁紀暦中にあり，知念矢キ

サナイ問筍島附近のものはカルガワの澤累層・海線石砂

岩暦を切って利矢者丹累層申に避入し，知志矢川中流・

丸山・モイマ山では利矢古丹累層申に避出叉は艶入し或

は岩脈状をなし，泊内北では自聖紀層と第三紀層との衝

上鐵暦面に沿って避入している。

　肉眼的には殆んど斑晶を認めず荻黒色極めて堅硬のも

のから梢軟質のものに至る。泊西北のものに多籔の小室

洞あり之には純白の沸石が充されている箇所がある。願

微鏡鯉繁によれば殆ど犬斑晶なく，微少な粒状の縄石と

短用形斜長石との墳間構造をなし，磁鐵鑛・燐灰石等を

副蔵分とし完晶質のものから牢晶質のものに至る。

　丸山山頂附近の玄武岩内部では堆積岩の砂粒間に玄武

岩が避入している事が顯徴境下にも観察され・之が爵迷

入部附近の堆積着は岩質硬化し優鋤こ耐え突出して丸山

を形成したものと考えられる。丸山の他知志矢川中流北

部及びモイマ山等も同様に突出し地形に上り明かにそれ

と認められる。

　　　　　　　皿．地質構造
　本地域の自聖紀暦と第三紀暦とは必ずしも地質構造が

一致せず，概観すれば自聖紀暦は中央地割こ向う向心鮫

曲をなし，第三紀暦は東酋に八の字状に分岐する二大向

斜構造をなすが局地的小搬出と鰯厨とにより構造が稽複

雑化されている。聞背斜及ぴ之に伴う餓暦は白壁第三紀

爾暦に大磯共通レてい孔

　白雪紀畳
　層向は一般に略省北東一南西乃至北西一南東をボし，

傾熱は一般に鮒以下であるが尾蘭内及び泊内の背斜及

び断優附近では30。を越え55’に達ナる所があり，時前・

杖苫内間は地歴の勧れ殊に甚だしく，杖苫内東北の崎に

ては走向は略々東西，傾斜は南に85。に達する箇所があ

る。

　箆量粗目
　走向は一般に北酉一南東乃至北東一南西を示し，傾斜

は一般に30。以†であるが背斜部では3びを越え56。に

達する所もある。

　第三紀暦と白璽紀暦とは地域的に互に異った暦準に於

て相接する。その境界は地域西孚では略々平行不整合に

近く，殊に白壁系尾蘭内累層叉は珊内累層と第三系とは

岩質相似したものあり明かな不整合面を認め傷ない。且

つ化石の産出も繭累層共通魑的でない爲その境界は地域

西牟では不確賢で今凌の精査を必要とする。併し地域東

牛に於ては明かに不規則な侵蝕面を持つ交親不整合を示

す。

　第三紀暦は地域により沈積又は削剥の程度を異にし礫

にカルガワの澤累暦及び海縁石砂岩厨に於てその傾向が

著しい。勘ち一般に西半では厚く東牟に薄く或は之を欠

く。

　童泡澱山と口層とは亥の癌りである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　　　學

　　ナランナイ
　（尾蘭内背斜）西尾蘭内川々口より東南々に向いオン

コ目マナイ川中流を経て宗谷川．ヒ流に達する。北部には

白壁紀暦露出し南部は第三紀暦となる。尾蘭内ではその

傾斜は西翼で34。東翼にて52’を示し，オンコロマナイ

川中流附近にては西は450乃至57□菓は4ぴ乃至鮒を

示す。更に南部の宗谷川上流附近では良好な露出部なく

走向傾斜のデータ不充分の爲更に南方に延長しているか

否か不明である。
　　トτ1』出イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’十シ

　（泊向背斜）泊内川口を通り略々南方に向い目梨川中

流に至るものと考えられるが途中は未踏査の爲不確實で

ある。傾斜は泊内附近にて両翼は白壁紀暦に於て30。第

三紀暦に於て軌東翼は第三紀暦に於て32’を示す。目

梨川中流にては風化の篇走向傾斜不確實であるが岩相に

より到翻した。

　（オンコ目マナイ向斜）オンコロマナイ川々口北部よ

り宗谷川中流を纏，利矢古丹に達する屈曲した軸を持つ。

傾斜は北部では西壌に於て20■，束翼に於て8。乃至2町

オ／コロマナイ川流域にては西は30’，東は萄。を示し，

利矢古丹附近では略々12。を示す。更に南に伸び川尻以

爾に達するが利矢古月以爾は海岸線に沿い西翼が西に傾

く傾斜搬出をなすに至る。

　（泊岸向斜）北端は泊岸・珊西間に始まり南々東に向

い，丸山東北方に知志矢向斜を分岐し，一の澤中流・オ

ヒラシュナイ澤中流を趣て目梨川中流に達し・傾斜はげ

乃至30｛を示す。

　その他オサウシ海岸及び目梨東海岸に小向斜が存在す

るが露出不良の篇南の延長部を確かめる事が出來ない。

亦時前・杖苫内間は搬出と鐵履とにより可成り地歴が錯

雑している。

　（尾闘両断暦）尾蘭内川々口を通り河流に招い南々東

に走り，之に略々平行してその酉に西尾蘭内川々口を通

る騎暦とオンコロマナイ川中流にて合するものとみなさ

れる。前者は触暦の分布と走向傾斜の鍵化及び地形上の

特徴より存在が推定され，後渚は西尾蘭内川々口東の崖

に走向北30’西1傾斜東に65。の接近した並走する二つ

の勘層破律襯が認められる。落差は北部で約300米と推

定され，南に行くにつれ漸次落差を減じ，丸山西方にて

潤減するものと推定されるが筍南方に延長しているか否

か明確でない。

　（泊西北鐵暦）泊内川口より鐵十米北の崖に現れ・自

重紀時前累暦上に重なる第三紀カルガワの澤累管上に北

より時前累暦が衝、ヒし，その衝上面に沿って玄武岩が送

入している。断轡面の走1音1N4ぴE，・傾斜N80と蛾則さ

れる。

第　4　號

　（泊内東断暦）泊内川口東南部を通り南々西に向う。

泊内川口東南通路切取に見られる海織砂岩暦の喰い運い

］より西落5米と観察されるが筒地形及び地歴分布状態

により之と略々並行して泊内川口を通り目梨川中流及び

時前川中流々路屈曲部に至る断暦が考えられるが露出不

良にて調査不充分の篇確かめ得ない。

　（目梨西北騎暦）　目梨・オサウシの中間奮道と新道の

分岐黙附近の小澤に沿うもので，礫岩の喰い違いより南

落30乃至50米と概測される。

　（桃尻北翻暦）桃尻北部に於ては南北に泥岩と砂岩と

が接して現はれ暦序より考え略，々東西方向の醐暦が考え

られる。露出不良の爵確實でないが北蒲約300米と推定

される。

　　以．ヒの他小規模の断暦は茨のものが認められた。

　（オンコロマナイ麟暦）　オンコ回マナイ川々口左岸崖。

小衝．卜麟暦。落差北蒲1米乃至30魎。N30’W・S岨と

概測される。

　（泊岸東鐵暦）小低角鐵暦。泊岸東方程岸の崖。

　（オサウシ東翻暦）オサウシ束糧岸崖。北東一南西方

向。略々垂直北落3米以上。

　（時前西北断層）時前西北海岸崖。北東一南西方向。

垂直に近く・正文は遡断暦鐵ケ所。落差1米以下。

　（時前東隣居）時前川口菓50米の崖。略々南北方向。

落差不明。

　（宗谷一冊内騎暦）宗谷より東北方に向い珊内に至る。

空中篇眞観察により小澤の直線的配列から推定されるも

ので，地域西北部の地層分布の歪曲も本麟暦の爵と考え

られる。

　　　　　　　E。婁真地質
　本地域調査に際し五万分の一地形圖の他に調査後三万

分の一空中篇員を参考とした。入手した窟員印画は一部

不鮮明の箇所もあり，又東海岸のものなく金地域に亘る

脚部の観察は出來たかったが，併し五万分の一地形固に

較べ蓬に優れた地形描篤力を持ち，地質の判定の補助手

段及び地形の補正に可成リ役立った。以下之によリ識別

し得た地形と地質との開係について記述す糺

　地域内は一面熊笹に蔽はオし，川床には雑草を交えてい

るが，南部を除し・ては樹木が殆どない爲，實艘硯によ才じ

は可成リ良く地形を観察蹄來る。

　最も明瞭に地歴の状況が地形に現れているのは茨のも

のである。

　（1）山地，河川流路及び海岸に於ける白壁紀暦と第三

紀履との侵蝕形態の差異。

　（2）植生に於ける爾暦の差異。
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　（3）玄武砦迷入部及び岩脈。

　（4）断暦地形。

　く5）走向傾斜。

　次に各項目毎に空中篇員上に現れた爾厨の特徴を撃げ

れば茨の通日である。

が，その保存状態は一般に良好とは誉えない。特に第三

系のものは保存不良のものが多へ化石産出の概況を第

2表に自墾紬第三淘爾厨の産出化石と厨房との關係を第

3及び第4表に示す。

地形の種類

河川流路

河川分岐

河川源流部

流路断i面

下刻の程度

崖　　　崩

山　　　容

海蝕裏地

岩　　　礁

砂　　　湊

植　生i

特　　　　　　徴

自璽紀暦　　雄三紬暦
巾狭小。角張った

屈曲部を持つ。

分岐少く，細枝状

に鋭角的に分岐す
る。

漸次細くだ切尖滅

する。

姓線的斜面。

巾梢廣く，柔い曲

線で屈曲する。

分岐多く，樹葉状

に1虻狗に近い角度

で分岐ナる。

太いま」急に湘失
する。

川底に近づくにつ

才し急斜する孤献斜

面。

少い。　　1甚しい。

無。

角張った感じがす
る。

有。特に海織石砂

岩暦は特徴する急

崖を示す。

圓繧表を帯＝びている。

有。　　　1無。

有。　　　1無。
一般に無。　1有。

歎の生育度小。1草木の生育度大。

　　　　　第6童　　劃　　　比

調査地域内の第三系と自重系とは岩相と産出化石とに

より一鰹次表の儀に鞠比される。

憲弗岬誰募・締鱗

h．

9・

f．

e。

a．

o．

b．

日．

利　矢古　丹
累　　　　暦

（海織石砂岩層）

カルガワの澤
裏　　　暦

奥宗谷累層

尾蘭内累暦

珊　内累暦

瀧の澤累暦

時節累暦
チェナイボ累暦

一部
（稚　内　暦）

（聾間暦）

踏　幌　暦

鬼志別暦
一部
｛宗谷來撲唇）

（曲淵暦）

繭淵暦群

．ヒ

部
菊
石
層
群

1統省

北見統

下部ヘト
ナイ統・

浦

川

統

地質時代

鮮新世
　　　薪

第

古ヘト

ナイ世新

　　白
滝

　　璽
川

　　紀
世

　（岩脈1玄武岩遊入部は突出する。砦脹は打線附近海

中のものは明瞭に分布を知切得る。

　（麟厨）珊内一宗谷間あ断暦は明瞭に篤買上に小澤の

直線的酒列を示す。

　（走向傾斜）地厨傾斜の方向に山腹の傾斜角度小。

　　　　　　　且　油　　　績

　油徴は著しいものは無いが自聖紀奥宗谷累厨及び時前

累暦最上部に相合油の徴候が認めら才し乱前者は利矢古

丹川上流にて河面に薄い油膜を認め得尋がその本源は不

明であった。後着は泊内北の崖に特にイノセラムス断片

を多産ナる中粒砂岩頁岩互層中の頁岩にかすか往油臭及

び合油を示す暦あり，一の澤及ぴ才ピシュナイ澤下流に

は河面に薄い油膜を明かに認め得るが特に著しいものは

愛見し得なかっ㍍叉石油胚胎に適鴬た背斜構造も舳、

　　　　　第5童　古　　生　　物

地域内には一般に自堅系・第三系共に化石を多産する

　本地域内の化石産状より考え，イノセラムスの生存期

間は從來の考えより多少永く，出現時期が多少早いもの一

と考える事が要當であろう。併し古生物の嚴密な同定は

未完了であり，資料も亦充分とは言えないので鍔比に闘

しては更に調査研究が必要であ孔特に第三紀暦申，杖
｝マ十イ

苫西南部・目梨東海岸等にあるものほ璽間暦叉は稚内衝

の特徴を持つ熱もあり，叉目梨川下流のものほ宗谷暦に，

利矢古丹北方・鬼切別川中下流のものは曲淵暦に鉤比さ

るべぎものかも知れ次い。併し一般に他地域の岩相とは

一致しない離も多い。即ち土地昇降の繰返しにより籔弐

の地域的に不均一な侵蝕と堆積の結果複灘な様相を呈す

るに至ったものと考えられる。
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THE GEOLOGICAL STRUCTURE OF THE 

YAKUNO DISTRICT, KYOTO PREF. 

Keiji Nakazawa 

J. The geological structure of this district is 

characterized by zonal structure of Permian and 

TrillSSio formations. There may be recognized at 

least four zones running E-W trend, namely, the 

I zone ot Kawanishi Group (middle Triassic), the 

ll of Yakuno Group (middle triassic), the 1II of 

Nukada Formation (Permian), and the IV of Heki 

Formation (upper TriaBSic) and Yakuno Group. 

2. These zones contAl.ct each other by sreeply 

northward dipped or almost vertical faults. There­

fore the character of the structure is neither 

"Decke" structure nor "Klippe" but alike the 

"eandwitch structure " of the outer zone of Kyu­

shyd Province. 

3, The relation between sedimentary rocks and 

the basic intrusive rocks, distributed at the sou­

thern border of the area, is not fault as formerly 

comidered, but sheet-like intrusion. 

ON THE DISITRBUTION OF THORIUM 
HAW IN THE GRANITES OF 

KINKI DISTRICT, JAPAN 

Ichikazu Hayase 

The granitic rooks of Kinki district have more 

or Iese the pleochroic haloe3, whichwere studied 

widely by the writer. As the result, it is concluded 

that the distribution of Th-haloe:i in rocks of this 

district is limired in the band of Ishigure-Tanaka­

mi-N ose district, while the granite3 in other parts 

have only, U-haloe3. 

Generally speakings it is a rule that variation of 

the type of haloes is associared with that of the 

nucleus minerrls. 

GEOLOGY OF THE CAPE SOYA DISTRICT, 
NORTH HOKKAIDO. 

Tosiharu Et.O 

The account of the geology of this district was 

made by K. JimbO in 1894 for the first time, and 

later by Y. Okamura in 1912, but only few fossils 

ABSTRACTS 

were recorded at a few places along the coast-line. 

In 1940 the geology of the we3t part of this field 

was published by M. Tagami briefly and by T. 

Yagi in detail, but the central and east parts of 

it remained unknown. In 1949 the wrirer surveyed 

this area at the reque:it of P. E. A. C. and found 

that it consisted of the Cretaceous, Teriary and 

Qurternary formations of which stratigraphic 

classification might been summarized as Table 

I. Distribution, lithological character and geotec­

tonics of the formations are mentioned in the 

text, and thelists of the fossils yielded from the 

formations are given in Tables 2, 3 and 4. 

SOME PROBREl\IS ON THE MECHANICAL 
PROPERTIES OF ROOKS 

Masao Nishihara 

The present paper de3cribes re3ults of an experi­

ment and considerations about hardness and ten­

sile-3trength of rocks. From the viewpoint of the 

statistical theory of strength, the author concludes 

that it is desirable to measure hardness on poli• 

shed surfaces rather than on natual crystal faces, 

and that the length-effect of tensile-strength must 

be observed in the case of rocks as well as that of 

metals. In the latter case the existence of the 

effect has already been proved experimentally by 

the author. 

ON THE M£A.SUREMENTS OF RADON 
CONTENT IN HOT OR 

MINERAL SPRINGS. 

Zin'itiro Hatuda 

The apparatuse:i for the measurement of radon 

Content in natural springs generally used in Japan 

are Engler-'3ieveking-, IM-, Schmidt- and HS-fon­

tactoscope. The last is a modification of Schmidt­

tontactoscope with improvements in many respects 

receµ.tly designed by the author. 

In this paper, the general description of these 

kinds of apparatus, their uses in detail, especially 

of HS-fontactoscope, are given 1113 well as criticism 

on the measurements and structure of fhem. 
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